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トークのスコープ
• 高エネルギー分野の将来計画議論プロセスの紹介

• 高エネコミュニティーの中に、将来計画検討委員会という組織があります。
• 2026年に前回の日本高エネの戦略の改訂を予定（最終報告書）。

• 素粒子物理学欧州戦略の改訂を2026年に控え、特にヒッグスファクトリーに関する戦略に対して
アップデートを行いました（CFP report 2024）。

• プロセスのフレームワークの紹介とCFP report 2024の内容の紹介をします。

2024 2025 2026

2025 March end

欧州戦略に関連して、日本
のHEPコミュニティーイン
プットとして文章を提出

2024 December end

欧州戦略入力のための
CFP報告書
(分野内限定公開)

Early 2026

CFP report 2025を
高エネルギー委員会に提出
(分野内部限定公開)

2026 December end

最終報告書公開
（高エネルギー委員会が主
導し、将来計画委員会と協
力してまとめる）
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高エネルギー物理のサイエンススコープ
• 物質・反物質非対称性

• クォーク・レプトン世代の謎

• 電弱対称性の破れのダイナミクス

• 階層性問題

• 標準理論のファインチューニング問題

• ニュートリノの質量

• 暗黒物質

• 宇宙の加速膨張

• 力の統一

• 量子重力

• 新しい時空の対称性

J-PARC

HK

LHC@CERN

SuperKEKB

素粒子・宇宙に対する根源的な問いに対し、加速器を中心とした国内外の施設を活用し実験を遂行中
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高エネルギー物理のサイエンススコープ

中家高エネルギー委員長のスライド（LCWS2024)より
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https://agenda.linearcollider.org/event/10134/timetable/?view=standard


将来計画検討委員会（CFP）
• 将来計画検討委員会（CFP）：選挙で選ばれて、分野の研究者の意思を代表する
高エネルギー委員会（HEPC リンク）のもと設置される常設委員会（リンク）

• 28名の若手世代 (30-40代) で構成
• 実験の専門家 (20名)

• 現象論の専門家 (3名)
• 加速器の専門家 (5名) 

• 今期（2024年1月-2026年12月）の主要なミッションは、
日本高エネルギー物理研究の戦略の改訂としています。
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これからの10年程度の時間スケールで、日本の高エネルギー物理学研究の目指すべき方針を
世界に向けて提案する。（国内ではKEKロードマップへのインプットに、国外ではEuropean 
Strategy for Particle Physics (ESPP)へのインプットが控える。）

将来計画委員会(CFP）＋高エネルギー委員会（HEPC）の合同委員会

https://www.jahep.org/kiyaku.html
https://www.jahep.org/fproject.html


将来計画検討委員会（CFP）
•改訂は二段階のプロセスでCFPと高エネ委員会で協働して行う方針
• （１）先行してCFPがドラフトを準備し（分野内部の公開限定）、
（２）2026年に高エネルギー委員会と協働で公開文章を出す。

• 二段構えで、CFPが一定の自由度をもって議論ができる基盤を確保。

2024 2025 2026

2025 March end

欧州戦略のための
コミュニティーインプット
に日本の戦略文章を提出

2024 December end

欧州戦略入力のための
CFP報告書
(分野内限定公開)

Early 2026

CFP report 2025を
高エネルギー委員会に提出
(分野内部限定公開)

2026 December end

最終報告書公開
（高エネルギー委員会が主
導し、将来計画委員会と協
力してまとめる）
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リマインダー：前回の報告書
• 前回の報告書（石野委員会, 2017年）リンク

• 2012年2月の報告書（リンク）を踏襲して、ヒッグスの発見、有限なq13の発見を経て、
かつ人材育成や技術開発の取り巻く状況の変化にも留意してアップデート。

• 2017年から９年を経たタイミングでの
アップデートを、今回2026年末に行う
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https://www.jahep.org/files/20170906.cfp.pdf
https://www.jahep.org/office/doc/201202_hecsubc_toushin.pdf


CFPの立場と機能の整理

高エネルギー
委員会

将来計画委員会 (CFP)

KEK

大学・研究機関

• 「たたき台」を
作成・提出

• 議論

高エネルギー物理学研究者会議 (JAHEP)

• 最終的な文章を作成し共有
• 議論

近隣分野

他分野

海外HEP
コミュニティー

素粒子原子核研究所

IPNS 研究計画委員会

「ロードマップ」
「PIP」

「欧州戦略」
「P5レポート」

政府・文科省

チャンネル

チャンネル
(オーバーラップ）

• 意見の理解・集約
• 将来計画議論の活性化
• タウンホール会合等の
場の創出

タウンホールミーティング、
インフォーマルな議論

成果物を発信
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分野とのコミュニケーション
• 「将来実験プロジェクトへの興味」の調査
（ LoI call 2024 ）
• 長期を見据えてこれから10年に、なにをしたいか・
すべきか、と分野が考えているかを知る。

• 2-3 ページ程度の簡単な書き物
• 想定している典型的なテーマ：

• 既存のコラボレーションの計画

• まだコラボレーションがない
将来計画に対するアイデア

• 技術開発（検出器、加速器）

• 対象：JAHEPメンバー
• 深堀りするものを議論とのマッチングを考えて選択し、
議論や調査をお願いする予定。

• 原則、コミュニティ内部に限定する形で公開予定。

https://kds.kek.jp/event/51656/

9

https://kds.kek.jp/event/51656/


分野とのコミュニケーション

• 分野の意見分布の調査としてアンケートを実施
• 初回としてヒッグスファクトリーに関するアンケートを2024年に実施
• 206名から回答

• 57 / 199 が学生からの回答
• （7名は公開を同意をいただいていないため、資料の母数はN=199）

• 統計情報の評価や、傾向分析をしたうえで結果を分野に公表しました
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分野とのコミュニケーション
•タウンホール会合や公開将来計画委員会（不定期）の開催

•日本物理学会での
将来計画シンポジウムを共催

•日本の大型国際実験への宣伝
• Belle2 General Meeting (2024/10)

• HK Collaboration Meeting (2024/10)

• T2K Collaboration Meeting (2024/11)

• 2024年のCFPレポート（後述）に関してパブリックコメントを募集
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東北大、KEK、東大、阪大、九州大
を繋いで行ったタウンホール会合
(2024年9月)



CFP report 2024

欧州戦略に向けた準備、特にヒッグスファクトリーに関する日本の戦略に
ついて、国内外の議論の進展をレビューしてアップデートしました。
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リマインダー：欧州戦略改訂
•素粒子物理学欧州戦略 (リンク)

• 2026年に改訂（ヒッグスファクトリー提案が主要な議題）
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https://europeanstrategy.cern/


ILC提案の進展
• Pre-lab提案（2022）はprematureであるとMEXTによる有識者会議判断され、そこで示され
たrecommendation（解説）にそって実現に向けた活動を着実に進めている。

• “Global Project” としての実装に取り組む。
• Global Projectとは、ガバナンスから建設、オペレーションまでを
国際合意の元で進めていくプロジェクト形態を指す。
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ITNを組織ILC-Japanを組織

https://www.kek.jp/ja/topics/202202251330


FCCが重要議題、代替案の策定も主要な議題
• HL-LHC運用完了後 (2041年以降)のCERNの将来計画が主要な議題

• FCC-ee à FCC-hh とづつく integrated programが、ベースラインの提案とされる。
• FCC = Future Circular Collider 90kmの周長のトンネルを掘り、
e+e- (FCC-ee) à hadrons (FCC-hh) へとつなげるプログラム
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Fabiola Gianotti CERN DG
FCC week スライドより

https://indico.cern.ch/event/1298458/timetable/?view=standard


FCCが重要議題、代替案の策定も主要な議題16

Karl Jakobs Freiburg大教授の
LCWS 2024でのスライドより

https://agenda.linearcollider.org/event/10134/timetable/?view=standard


CFP report 2024
• ヒッグスファクトリーに対する日本の戦略の立場をアップデートするための議論を集中的に行った。

• 2024年はヒッグスファクトリーについて集中的に議論し、日本の将来計画の中での位置づけを議論しまとめる。
• 従来日本がプロモートしてきたILCに加えて、FCC-eeを含めた国際的な動向に留意し我々の立場を考えることが必要なフェーズである。

• 併せて、欧州戦略改訂にむけて向けて日本コミュニティインプットのヒッグスファクトリーに関する記述のアップデートも必要

• 国際的な議論にダイナミックに進歩がみられ、特に、FCC-ee feasibility studyや、CEPCのTDRに代表される具体的かつ
顕著な進展が達成されており、前回の報告書のタイミングとは国際的な情勢が大きく異なる。

• 今回の欧州戦略の議論計画は、FCCのみならず、リニアコライダーとしての実装に関する国際情勢についても大きなインパクトを持つ。

• 最終報告書と同様に二段階のプロセスで準備する。CFP report 2024を昨年末に公表。
• 最終的な応手戦略改訂に提出する文章は、「現行プロジェクトの責任を持った完遂」はもちろん重要で、
日本コミュニティのインプットには入り、適切に示す。
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2024 2025 2026

2025 March end

欧州戦略に日本の戦略文章
を提出
(高エネルギー委員会主導)

2024 December end

欧州戦略入力のための
CFP報告書
(分野内限定公開)

Early 2026

CFP report 2025を
高エネルギー委員会に提出
(分野内部限定公開)

2026 December end

最終報告書公開
（高エネルギー委員会が主
導し、将来計画委員会と協
力してまとめる）CFP report 2024



ヒッグスファクトリー提案

ILC

CLIC@CERN

FCC-ee (CERN)

CEPC（中国）
線形での実装 円形での実装
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線形と円形の比較

10年で 2 ab-1 
@ ZH 

19

円形：回せるビーム電流がシンクロトロン放射で制限され高エネルギーでルミノシティーがおちる
線形：高いビームエネルギーになることが直接的に電流量を制限しない



これまでの活動
• メイジャーなマイルストーン

• 4月 CFP+HEPCの合同委員会
• 検出器、加速器、物理、プロジェクト
について分科会を組織して調査・議論
• ILC, FCC, CEPCプロジェクトについて調査

• 7月 ILC Japanスポークスパーソンとの懇談会

• 8月 FCC feasibility study coordinatorsとの懇談会

• 11月 CEPC 若手エキスパートとの懇談会 + IPNS セミナー

• 8月 CFP summer camp 2024
• 調査内容のダイジェストと論点の整理。議論を通じて合意を形成していった。

• 9月 JPSシンポジウム「次世代コライダーが拓く素粒子・宇宙物理学」

• 9月 タウンホール会合
• 11月 CFP+HEPCの合同委員会、ドラフトについて議論

• 12月 CFP report 2024のコミュニティへの発出
• 1月 オンラインミニタウンホール会合
• 3月末 欧州戦略に対して文章を提出（現在準備中）
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CEPCセミナー後のManqi Ruan博士(IHEP)を囲む懇親会



CFP report 2024
• 2024年末に２つのドキュメントを発出
日本戦略文章のヒッグスファクトリーに関する
文章のドラフト (JAHEPを主体とした文章)

ヒッグスファクトリーに関する議論について、
CFPの意見をまとめた文章

これをもとに、高エネルギー委員会との議論や、国内コミュニティからのフィー
ドバック、ESへのcommunity input (例: FCC feasibility study, LC vision 
groupからの input, CERN加盟国のnational input) や、Open Symposiumの議
論を踏まえてアップデートをしていく、という立場のものです。

克服すべき課題の整理等なども行い、 「真に実
現するためには」という立場で、真剣に議論。
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ヒッグスファクトリーに対する戦略の改訂
2017年報告書

2022年報告書（主要なメッセージの要旨）
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• 日本でのグローバルプロジェクトとしてのILCは日本の高エネルギーコミュニティに
とって実現したい将来計画であり、国際的なリーダーシップを執りつつ、現在の取組
を発展・拡張させていく。

• ヒッグスファクトリーの実現可能性を最大化させることが重要である。ILC in Japan
の実現にむけた研究を自然に拡張し（円形・線形・サイト等の異なる提案もスコープ
に含め）、ヒッグスファクトリーの実現できることに貢献していきたい。



ヒッグスファクトリーに対する戦略のアップデート
• ILC in Japanは日本の高エネルギーにとって実現したい将来計画

• 改めて、技術や物理をみて、再認識をするに至っている。
• 物理・技術的な観点に加えて、国際的な基幹実験を国内に有する意義等に留意した総合的な判断。

• Pre-lab提案（2022）はprematureであるとMEXTによる有識者会議判断され、そこで示された
recommendation（解説）にそって実現に向けた活動を進めているが、これらを着実に拡張してい
き、国内外の信頼関係の構築を進めていく。
• “Global Project”としての実現を追求する。

• ILC-Japanを組織、Global Projectとしての実現を目指し国際パートナーと議論を行っている。
• 国内では、大学の訪問・情報の共有。

• KEK, IDTの元、国際的な加速器研究を行うフレームワークとしてILC Technology Network（ITN）を組織。

• “Global Project” の将来のコライダー計画に関する重要性
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https://www.kek.jp/ja/topics/202202251330


ヒッグスファクトリーに対する戦略のアップデート
• ILC in Japanの実現にむけた研究を自然に拡張し（円形・線形・サイ
ト等の異なる提案もスコープに含め）、ヒッグスファクトリーの実現
できることに貢献していきたい。
• 現時点での主要な提案: ILC in Japan as a Global Project, FCC-ee, CEPC, 
LC@CERN (based on ILC technology)
• 日本にしかできないユニークな技術貢献を行っていく。

• 実験の経験を活用した貢献：ILCの文脈での検出器開発、
Belle II, LHC/ATLASの文脈での検出器開発、TDAQへの貢献。

• 加速器を活用した貢献：ILCの準備研究として、ATF、STF。
世界で唯一の稼働中のナノビームスキームでの電子・陽電子コライダーであるSuperKEKB。
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トークのスコープ（再掲）
•高エネルギー分野の将来計画議論プロセスの紹介
• 高エネコミュニティーの中に、将来計画検討委員会という組織があります。

• 2026年に前回の日本高エネの戦略の改訂を予定（最終報告書）。

• 素粒子物理学欧州戦略の改訂を2026年に控え、特にヒッグスファクトリーに関する戦略に
対してアップデートを行いました（CFP report 2024）。

•プロセスのフレームワークの紹介とCFP report 2024の内容の紹介
2024 2025 2026

2025 March end

欧州戦略に関連して、日本
のHEPコミュニティーイン
プットとして文章を提出

2024 December end

欧州戦略入力のための
CFP報告書
(分野内限定公開)

Early 2026

CFP report 2025を
高エネルギー委員会に提出
(分野内部限定公開)

2026 December end

最終報告書公開
（高エネルギー委員会が主
導し、将来計画委員会と協
力してまとめる）
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